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総合型地域スポーツクラブの調査・研究 
Comprehensive Sport Clubs : Researches and Investigation 
 
清雲栄純 1） 
Eijun Kiyokumo 
 
［Abstract］ 
   With the increase in peoples leisure time in recent years, interest and Appreciation of sports have reached a 
new level. The number of people enjoying sport as part of their daily life style has dramatically increased. 
   The SAITAMA sport club of N.P.O（Nonprofit Organization）and lifelong participation in sports by manage a 
community based . comprehensive sport cubs and by holding events such as the“sports and festival”The 
expansion of sports facilities. This Researches and Investigation it delightful to connected with the Enjoyment 
of lifelong participation in sports and recreation to further enhance and enrich lives of people living in saitama 
city. 
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1. はじめに 
 2003年 4 月「NPO法人さいたまスポーツクラ
ブ」は埼玉県さいたま市見沼区をその活動拠点
として設立された。 
その趣旨は 
①地域住民が気軽に複数のスポーツを継続的に
楽しめる場を創設し、幅広い年齢層の参加を
促して、地域社会のコミュニケーションの増
大を図る。 
②地域の指導者を育成し、個々のニーズに応じ
た的確な指導ができる体制を整えることで、
興味や関心、技術や技能のレベルに応じたス
ポーツを楽しむことが出来る環境を整備す
る。 
③プロスポーツクラブとの交流・連携を通じて、
地域の連帯感を深める。 
④スポーツだけではなく、文化的な面からも地
域社会に貢献する。 
 上記の  4 本柱を基本に目標はヨーロッパ各
都市に見られるような地域密着の「総合型地域
スポーツクラブ」の実現を目指す50年構想であ
る。 
 2009年  4 月で設立されて  6 年目を迎えたが
設立趣旨に沿った活動分野の広がりや、充実度
という点において、まさしく着実に確実に進
歩・進化してきた。 
 これまで、さいたま市見沼区堀崎公園内に点
在する体育館、サッカー場、テニコート等の行
政の施設を借用して、種目ごとのスクール事業
として実施してきた。事業が軌道に乗るにつれ
てクラブ会員の皆さんから「種目を超えた交流
の場があれば嬉しい」との要望が多く聞かれる
ようになってきた。運営委員会のメンバーから
も地域住民との触れ合いの場や事業の更なる充
実・発展の為の活動拠点として、また、「さいた
まスポーツクラブ」のシンボルとしての『クラ
ブハウス建設に向けての準備』を始めようとの
声が大勢を占めた。総合型地域スポーツクラブ
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にとってなくはならない「クラブハウス」の必
要性がクローズアップされた流れを汲んで、理
事会の総意で2007年 4 月に「クラブハウス建設
準備委員会」を立ち上げた。日本にはあまり例
のない自前の「クラブハウス建設」が地域にど
のような影響をもたらすのか調査するとともに、
クラブハウスの存在がこれからの『さいたまス
ポーツクラブ』の発展や地域コミュニティの創
造にどのような効果を与えるのかを考察する。 
 
2. クラブハウス建設に向けての調査 
2.1. クラブ（施設）事業の位置づけと市場・事
業・戦略の分析 
2.1.1 ターゲット市場（さいたま市の人口推移） 
 クラブハウスを建設して事業のさらなる充実
を図るためにはもう一度、活動地域である、さ
いたま市の顧客ボリュームを調査する必要があ
る。表 1 の通り、さいたま市の人口は2005年と
2008年を比較すると、この 4 年間で約102,067％
の約24,400人の人口増が見られマーケットとし
ては見逃せない。少子化が進む日本の中でも10
歳代の人口においては殆ど変動がない。20歳代
～30歳代の人口では約9,000人が減少している
ものの総人口の 3 割弱を占めている。また、働
き盛りの40代では約14,000人増、経済的に余裕
がある60代で約9,000人増となっている。 
    
2.1.2 ターゲット市場（見沼区の人口調査） 
 表 2 の通り、見沼区はさいたま市の総人口の
約12.9％にあたる155,073人口を有していて、こ
の  4 年間では約1,012％の1,828人口増がみられ
る。世代別人口を見てみるとさいたま市同様に
表 1. 
17 年 4 月               
年齢 男 女 合計 年齢 男 女 合計 年齢 男 女 合計 年齢 男 女 合計 
0～4 歳 29,031 27,766 56,797 40～44 歳 43,802 40,365 84,167 80～84 歳 7,412 12,745 20,157 14 歳以下 87,965 84,422 172,387
5～9 歳 29,817 28,693 58,510 45～49 歳 37,803 34,550 72,353 85～89 歳 3,372 7,546 10,918 15～64 歳 424,593 403,233 827,826
10～14 歳 29,117 27,963 57,080 50～54 歳 39,414 38,107 77,521 90～94 歳 1,270 3,536 4,806 65 歳以上 80,236 99,619 179,855
15～19 歳 29,673 28,486 58,159 55～59 歳 44,450 45,012 89,462 95～99 歳 240 814 1,054 人口総数 592,794 587,274 1,180,068
20～24 歳 36,659 33,926 70,585 60～64 歳 39,270 40,390 79,660 100～104 歳 25 75 100     
25～29 歳 45,650 42,194 87,844 65～69 歳 30,586 31,590 62,176 105～109 歳 0 4 4  全体 40.28 
30～34 歳 56,930 53,116 110,046 70～74 歳 22,517 24,784 47,301 110～114 歳 0 0 0  男 39.37 
35～39 歳 50,942 47,087 98,029 75～79 歳 14,814 18,525 33,339 115 歳以上 0 0 0  
平均年齢 
女 41.21 
 
20 年 4 月               
年齢 男 女 合計 年齢 男 女 合計 年齢 男 女 合計 年齢 男 女 合計 
0～4 歳 27,993 26,603 54,596 40～44 歳 48,099 44,690 92,789 80～84 歳 9,895 14,762 24,657 14 歳以下 88,095 84,179 172,274 
5～9 歳 29,735 28,609 58,344 45～49 歳 40,457 37,297 77,754 85～89 歳 3,911 9,094 13,005 15～64 歳 422,097 400,621 822,718 
10～14 歳 30,367 28,967 59,334 50～54 歳 36,690 33,950 70,640 90～94 歳 1,497 4,190 5,687 65 歳以上 94,030 115,439 209,469 
15～19 歳 29,343 28,130 57,473 55～59 歳 43,265 43,129 86,394 95～99 歳 318 1,223 1,541 人口総数 604,222 600,239 1,204,461 
20～24 歳 35,493 33,243 68,736 60～64 歳 39,164 41,138 80,302 100～104 歳 35 123 158     
25～29 歳 41,815 38,468 80,283 65～69 歳 34,556 36,044 70,600 105～109 歳 2 5 7  全体 #REF! 
30～34 歳 51,527 48,102 99,629 70～74 歳 26,495 28,717 55,212 110～114 歳 0 0 0  男 #REF! 
35～39 歳 56,244 52,474 108,718 75～79 歳 17,321 21,281 38,602 115 歳以上 0 0 0  
平均年齢 
女 #REF! 
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10歳代の人口に変動はないが、20歳代、30歳代
ではやや減少しているものの見沼区総人口の約 
3 割に当たる43,528人とヤングファミリー層が
居住していることが伺える。 
 また、この地域は60歳代から70歳代にかけて
の人口増加率がさいたま市内で一番高く、 4 年
前比1,123％の3,767人の増で約  3 万  4 千人もの
中高齢者を抱える地域でもある。 
     
2.2.1. ニーズ調査分析 
 表 3 に、2007年11月にさいたま市が実施した
「市民の運動やスポーツ・レクリエーション活動
に関する調査」を参考にする。 
 このアンケート結果によると、現在見沼区在
住で、運動やスポーツ・レクリエーション活動
を「行っている」が35.5％、「行っていない」が
57.3％であり、無回答は7.2％となっている。 
 さらに表  4 において、「行っている」という
人のなかから、週  1 日以上のスポーツ実施率
（「ほぼ毎日」＋「週に 4 日以上」＋「週に 2 ～ 
3 日」＋「週に 1 日」）を積み上げると、88.7％
で、見沼区全体では31.4％に過ぎない。 
 これらの調査を分析すると、「見沼区在住で運
動を週  1 日以上行っている」人の人口である
「47,926人」が、当初のターゲット市場になり得
るという結論が導き出される。また、運動やス
ポーツ・レクリエーション活動を「行っていな
い」と答えた者に（市民全体の59.3％）、その理
由を聞いたところ、「本当はしたいと思っている
ができない」と答えた者が77.7%であった。さ
表 2. 
17 年 4 月               
年齢 男 女 合計 年齢 男 女 合計 年齢 男 女 合計 年齢 男 女 合計 
0～4 歳 3,567 3,396 6,963 40～44 歳 5,178 5,031 10,209 80～84 歳 909 1,496 2,405 14 歳以下 11,405 10,912 22,317
5～9 歳 3,843 3,733 7,576 45～49 歳 4,652 4,423 9,075 85～89 歳 394 981 1,375 15～64 歳 53,538 52,229 105,767
10～14 歳 3,995 3,783 7,778 50～54 歳 5,107 5,051 10,158 90～94 歳 148 520 668 65 歳以上 10,813 13,041 23,854
15～19 歳 4,061 3,786 7,847 55～59 歳 6,022 6,262 12,284 95～99 歳 42 104 146 人口総数 75,756 76,182 151,938
20～24 歳 4,757 4,391 9,148 60～64 歳 5,490 5,772 11,262 100～104 歳 3 7 10     
25～29 歳 5,432 5,350 10,782 65～69 歳 4,446 4,423 8,869 105～109 歳 0 1 1  全体 40.66 
30～34 歳 6,869 6,370 13,239 70～74 歳 3,048 3,222 6,270 110～114 歳 0 0 0  男 39.73 
35～39 歳 5,970 5,793 11,763 75～79 歳 1,823 2,287 4,110 115 歳以上 0 0 0  
平均年齢 
女 41.58 
 
20 年 4 月               
年齢 男 女 合計 年齢 男 女 合計 年齢 男 女 合計 年齢 男 女 合計 
0～4 歳 3,529 3,322 6,851 40～44 歳 5,733 5,451 11,184 80～84 歳 1,238 1,857 3,095 14 歳以下 11,478 10,797 22,275 
5～9 歳 3,928 3,629 7,557 45～49 歳 4,853 4,688 9,541 85～89 歳 489 1,122 1,611 15～64 歳 52,786 51,428 104,214 
10～14 歳 4,021 3,846 7,867 50～54 歳 4,639 4,454 9,093 90～94 歳 175 574 749 65 歳以上 13,049 15,535 28,584 
15～19 歳 3,992 3,784 7,776 55～59 歳 5,811 5,897 11,708 95～99 歳 37 175 212 人口総数 77,313 77,760 155,073 
20～24 歳 4,481 4,271 8,752 60～64 歳 5,462 5,922 11,384 100～104 歳 5 18 23     
25～29 歳 4,842 4,749 9,591 65～69 歳 5,022 5,192 10,214 105～109 歳 0 0 0  全体 41.82 
30～34 歳 6,181 5,795 11,976 70～74 歳 3,820 3,923 7,743 110～114 歳 0 0 0  男 40.84 
35～39 歳 6,792 6,417 13,209 75～79 歳 2,263 2,674 4,937 115 歳以上 0 0 0  
平均年齢 
女 42.80 
※2008年さいたま市人口統計データより抽出
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いたま市民全体からみても、半数近くの人
（46.1％）が本当はしたいと思っているができな
い状態にある、ということが表  5 から分かる。 
 
2.2.2 ニーズ調査 
 さいたま市スポーツ振興計画で明らかになっ
たように、さいたま市のスポーツ環境は市民が
求めてレベルには達していない。「市民の運動や
スポーツ活動に関する調査」でも、運動やスポ
ーツ活動を行っている割合は35.7％と低く、週
一日以上の実施率も28.9％と全国平均の44.4％
を大きく下回り『地域のスポーツ振興』が全国
と比較しても遅れている実態が明らかになった。
健康や体力についての調査でも  8 割以上の住
民が健康や体力に注意を払っている一方で  8 
割近くの住民が運動不足を感じている。又、6 割
以上の住民が運動やスポーツは重要であると考
えながらも、 6 割以上の住民が現状の運動やス
ポーツ活動に満足していないという傾向が見ら
れた。その特徴として運動やスポーツを『行わ
ない』 7 割以上の住民が「仕事や家事・育児が
忙しくて時間が取れない」「気軽に出来る場所が
ない」と理由に挙げ、特に20代～30代が深刻で
「本当はしたいと思っても出来ない」と答えてい
る。これに加え、運動やスポーツ活動を『行っ
ている』と答えた住民の約 5 割は「増やしたい」
「低料金なら」と答え、その多くは20歳代～40
歳代に集中した。また、60歳代以上は健康の維
持や増進に大きな関心を持っている。さらに、
運動やスポーツ活動をさらに行ったり始める条
    表3. 
 
35.7
41.8
30.9
39.3
31.2
28.6
37.8
35.4
42.6
41.3
21.1
33.7
37.7
35.5
35.4
31.7
30.9
39.9
38.2
34.7
59.3
52.9
64.3
57.9
67.4
69.4
60.5
57.9
50.2
46.3
69.0
61.7
56.5
57.3
58.8
63.9
67.1
55.5
58.6
59.8
5.0
5.3
4.8
2.8
1.4
2.0
1.7
6.7
7.2
12.4
9.9
4.6
5.8
7.2
5.8
4.5
1.9
4.6
3.2
5.6
0% 20% 40% 60% 80% 100%
全体       (N=2513)
男性       (N=1103)
女性       (N=1410)
15～19歳 (N=107)
20～29歳 (N=279)
30～39歳 (N=454)
40～49歳 (N=405)
50～59歳 (N=511)
60～69歳 (N=444)
70～79歳 (N=242)
80歳以上   (N=71)
西区　（N=196)
北区　（N=313)
見沼区　（N=363)
大宮区　（N=257)
桜区　（N=202)
中央区　（N=207)
浦和区　（N=348)
緑区　（N=249)
南区　（N=378)
行っている
行っていない
無回答
性別
年齢別
地区別
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件として、『スポーツ施設や運動する場所が近く
にあれば』『クラブ会費や施設の使用料金が安く
なれば』『都合のよい時間にできれば』『自分の
レベルや目的にあったプログラムを選べる』な
どの意見が大半を占めた。 
 表 6 の民間調査の顧客動向アンケート調査で
も、「自宅に近い」ことがクラブを選ぶ重要な条
件になっていることがわかる。 
 
3. 
3.1. 競争分析 
 見沼区における競争相手は（competitor）は
近隣のスポーツ施設および民間のスポーツ団体
が考えられる。しかし、単一種目や入会費･年会
費が高く20歳代から50歳代の会員数が極端に
少ない。 
 
フットサル 
フットサル大宮 
フットサル東大宮 
テクニカル・コーチング・サッカースクール 
 
スポーツクラブ（フィットネスクラブ） 
ピュアブレッド     ６８６－３３２８ 
  大人20,000円（入会）＋10,000円/月 
  子供10,000円（入会）＋5,000円 
ヒートフィットネスクリエーション 
            ６８７－２４０３ 
スポーツクラブＮＡＳ東大宮 
            ６８８－７７００ 
      表4. 
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66.7
55.5
58.6
59.5
4.3
5.1
3.8
20.6
2.2
1.1
3.3
6.5
7.0
2.8
6.6
3.8
3.6
9.3
2.4
4.3
6.0
1.3
3.8
4.2
3.5
4.7
.5
2.6
3.2
3.5
6.1
5.4
4.1
4.5
5.5
2.7
2.0
3.4
4.9
4.0
2.1
11.7
13.1
10.5
8.4
8.6
7.3
10.4
16.4
15.3
12.4
4.2
10.2
15.3
12.7
10.1
9.4
6.8
13.2
11.6
11.9
9.1
9.3
8.9
3.7
9.7
9.0
14.6
7.8
7.9
8.3
4.2
6.1
7.7
8.0
7.8
10.4
11.1
9.8
8.4
11.9
8.0
3.0
5.7
5.7
4.3
5.4
5.8
5.6
3.6
4.8
4.4
4.3
6.4
5.3
6.0
6.0
5.8
5.3
5.3
5.3
6.3
7.4
13.6
12.7
5.1
6.1
6.9
5.4
4.5
3.9
4.6
6.1
3.5
2.7
6.1
5.2
0% 20% 40% 60% 80% 100%
全体      (N=2513)
男性      (N=1103)
女性      (N=1410)
15～19歳 (N=107)
20～29歳 (N=279)
30～39歳 (N=454)
40～49歳 (N=405)
50～59歳 (N=511)
60～69歳 (N=444)
70～79歳 (N=242)
80歳以上   (N=71)
西区　（N=196)
北区　（N=313)
見沼区　（N=363)
大宮区　（N=257)
桜区　（N=202)
中央区　（N=207)
浦和区　（N=348)
緑区　（N=249)
南区　（N=378)
運動を行っていない
ほぼ毎日
週に4日以上
週に2～3日
週に1日
月に1～2日
半年に数日程度
無回答
性別
年齢別
地区別
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  正会員12,000円/月  
 
スイミングスクール 
大宮イトマンスイミングスクール南校 
            ６８６－４１４１ 
大教イトマンスイミングスクール大宮東 
            ６８８－６５６１ 
  入会金6,300円 週 1 回7,000円 
  週 2 回8,000円 週 3 回9,000円 
東武スポーツプラザおおわだ 
            ６８６－５４４１ 
  入会金5,300円 週 1 回6,500円 
  週 2 回8,000円 
      アトランダム摘出調査による。 
 
 
  表6. 
 
選択肢 回答数 回答比率
友人と一緒に通えること 37 ]] 4.17%
インストラクターのレベルが高いこと 282 ]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]] 31.79%
インストラクターの指導が充実していること 368 ]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]] 41.49%
その他 69 ]]]]] 7.78%
プログラムが豊富なこと 443 ]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]] 49.94%
料金が手軽なこと 595 ]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]] 67.08%
施設・設備が充実していること 610 ]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]] 68.77%
お風呂があること 392 ]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]] 44.19%
勤務地に近いこと 232 ]]]]]]]]]]]]]]]]] 26.16%
プールがあること 370 ]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]] 41.71%
自宅に近いこと 724 ]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]] 81.62%
雰囲気がいいこと 503 ]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]] 56.71%
フィットネスクラブを選ぶにあたって重視することは何ですか？（複数回答可）
 
               ※フィットネスオンラインアンケート調査（2007 年） 
      表5. 
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7.6
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10.3
13.4
18.4
9.1
9.8
8.6
25.8
6.9
3.2
5.3
10.8
13.0
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76.6
62.9
82.4
85.4
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57.1
3.4
4.3
2.9
0.0
1.1
3.8
2.4
1.7
4.5
9.8
10.2
0% 20% 40% 60% 80% 100%
全体　   (N=1490)
男性　　　 (N=584)
女性       (N=906)
15～19歳  (N=62)
20～29歳 (N=188)
30～39歳 (N=315)
40～49歳 (N=245)
50～59歳 (N=296)
60～69歳 (N=223)
70～79歳 (N=112)
80歳以上   (N=49)
好きではないから
ほかにしたいこと
があるから
本当はしたいと
思っているができ
ない
無回答
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3.2. ＳＷＯＴ 
 事業に想定される、Ｓ（強み：Strength）Ｗ
（弱み：Weekness）Ｏ（機会：Opportunity）Ｔ
（脅威：Threat）現すと表 7 のとおりとなる。 
 
 弱みへの対処として、出発時点からすべてを
望むのではなく、長期的な視野に立つと、事業
収入・ドネーションのほかに、スポンサーシッ
プにも期待できる。 
 また、脅威への対処としては、コーチ派遣・
合同クリニック等クラブ同士の横の連携を提案
しつつ、融和を目指す。 
 
4.  
4.1. マーケティング戦略の概要 
 前頁ＳＷＯＴ分析の中でも顕著であった、Ｓ
（強み）を最大限に利用し、以下のマーケティン
グ戦略を基軸とする。 
①協働する、さいたま市の策定した「スポーツ
振興計画」とリンクし、これに寄与する活動
を取り入れる。これまで実施してきた事業に
加え、クラブハウスで開催できる「さいたま
市推奨」の冠がついたプログラムを実施し、
地域コミュニティの形成に寄与する 
 
②プロサッカークラブや学校と連携を最大限に
活用し、クラブハウスのラウンジを利用した
食育の実践やハイレベルなプログラムに加
え、プレイヤー達とのふれあいの機会も取り
入れ、参加者の体力・技術力だけでなく、夢
をも大きく育てる。 
 
③当地区はさいたま市内でトップを争う人口急
増地区であるが、急増するスポーツ需要を受
け入れる既存大規模クラブは近隣になく、1 
種目に特化した小規模クラブが多い。そこで
本クラブは、子どもたちや高齢者を対象とし
た事業だけではなく、クラブハウスのアリー
ナやスタジオを最大限に生かした、ファミリ
ー対象のプログラムや多種目・多様性に対応
できるプログラムを開発する。 
 
④人口に占める高齢者の割合がさいたま市でト
ップであることに着目し、高齢者向けのスポ
  表7. 
内外要因 アナライズド・サマリー 
Ｓ（強み） 
市行政との協働：安定性が確保できる。 
プロクラブとの連携：ハイレベルなポテンシャルがある。 
地元自治会との協調：コミュニティの参画が期待できる。 
施設のリンク：公共スポーツ施設が隣接する地域特性を持つ。 
Ｗ（弱み） 施設の脆弱性：既存施設のレベルを、改修等でどこまで高めることができるか。
Ｏ（機会） 
地域社会への提案：青少年問題（犯罪・不登校等）の予防策を「居場所づくリ」
等で提案する。 
高齢者への提案：基礎体力維持、つまずき防止等のプログラムで高齢化社会の
対策を提案する。（介護予防事業） 
地域スポーツへの提案：衰退する学校スポーツへの補完を提案する。 
          ：企業から撤退するスポーツ資源の活用を提案する。 
Ｔ（脅威） 
既存ｽスポーツ・文化団体との不調：地域で競合するクラブ、例えば既存のスポ
ーツクラブ、スポーツ少年団等との協調不
調が予測できない。 
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ーツプログラムを、地元自治会・地元老人会
等と共同で開発する。 
 
⑤施設を利用するクラブ会員自身が、インスト
ラクターやマネジメントに参画するという、
有償ボランティア制を導入する。これにより
人件費を圧縮し、人と人のふれあいの場を拡
大することができる。 
 
4.2. マーケティング戦略に基づいた計画（地
域・社会貢献活動） 
4.2.1 クラブハウスの地域住民への開放 
 各スタジオスペースや会議室等を有償にて地
域住民や自治会の要望に応じて貸与し地元民の
便宜を図る。喫茶レストラン、シャワー室等を
クラブハウス以外の周辺施設でスポーツ等を楽
しんだ地域住民に開放しコミュニケーションの
場、休息の場を提供する。 
 
4.2.2. 文化活動の企画、主催 
 クラブハウスや自治会館を利用した「見沼歌
と踊りのフェスティバル」の開催（2008年 7 月、
開催時には21団体約200名参加してコミュにテ
ーセンターで開催された）やアリーナを利用し
た、のど自慢大会（2008年 9 月には約180名 が
参加）また、今までもクラブとして定期的に実
施してきた「見沼健康ウォーキング」と銘打っ
た健康ウォーキング教室。梨狩や河原でのキャ
ンプ、見沼たんぼの歴史散策等、健康的で楽し
い企画を実践する。 
 
4.2.3. 「ミニコンサート」等の開催 
 地元の子ども達による「音楽コンサート」や
「おじさんバンド」の発表会など地元住民が積極
的に参加できる活動の場を提供。アリーナやス
タジオを利用した小学生を対象にした寺子屋な
ど、子ども達の健全育成にも努める。 
 
4.2.4 サッカー教室の開催 
 プロサッカーチーム「大宮アルディージャ」
の協力のもと選手によるサッカー教室の開催や
クラブハウスでの食事会などで子供達に感動を
体験してもらい心身共に健全な成長の手助けを
する。 
 
4.2.5 介護予防活動の実施 
 Ｊリーグと厚生労働省とが連携し「Ｊリーグ
介護予防事業」がスタートした。 
 当クラブでも行政や大宮アルディージャと協
賛により「高齢者向けストレッチ教室」等を開
催することで、高齢者の健康増進・体力向上、
コミュニケーションづくりに取り組む。 
 
4.2.6 放課後の小学生向けプログラムの実施 
 放課後の子供達の居場所として、遊び、仲間
作り、宿題の手伝い等の場を提供し、保護者が
安心して自分の子供を預けられるプログラム作
りを実践する。 
 
5. 結果と考察 
 クラブハウス建設に向けての調査で明らかに
なったように、ターゲット市場である人口の推
移はさいたま市も見沼区においても人口増がみ
られる。その中でも見沼区は少子高齢化が進む
日本の中では珍しく、10歳代の人口はこの 4 年
間で殆ど変動はみられない。子ども達に対して
はこれまで続けてきた市の委託事業である「見
沼わくわく広場」をクラブハウスで展開するこ
とで、地域住民との交流が今以上に頻繁になる
と考える。働き盛りの20歳代・30歳代の人口は
少し減少しているものの全体の約  3 割を占め
ておりニーズ調査の分析でも「近くにスポーツ
施設や運動する場所があれば」「クラブ会費や施
設の使用料が安くなれば」「都合の良い時間で出
来れば」「自分のレベルや目的に合ったプログラ
ムを選べれば」などの要望にこたえる事が出来
れば会員増につながる可能性は大きい。また、
時間とお金に余裕のある60歳代・70歳代の人口
増はこの 4 年間で約1,12倍とさいた市の中でも
見沼区は一番の人口増加率で「体力や健康の維
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持」「介護予防」などのプログラムがあれば会員
増に大きく寄与する事が予想できる。 
 さらに、競争分析でも近隣のスポーツ施設や
民間スポーツ団体は単一種目に特化した小規模
クラブと入会・年会費が高価なクラブが殆どで、
低料金で多種目、多世代、多様性を兼ね備えた
クラブハウスでのプログラムを組む事が出来れ
ば十分に対抗できる。マーケティング戦略でも
このクラブの強みである、行政やプロ・サッカ
ークラブ（大宮アルディージャ）との連携や、
この地域の特徴である団結力がある自治会・老
人会との協働でプログラム開発をする事で、多
くの会員確保が実現できると考える。また、会
員以外の住民に対してのクラブハウスの解放は
「地域スポーツの振興」に大きく寄与する事にな
る。 
 
6. まとめ 
 幸いにも行政側（さいたま市）から堀崎公園
内にある給食センター跡地の有効活用について
アイデアが欲しいと「さいたまスポーツクラブ」
に対して相談があった。 
 クラブハウスではクラブ独自の事業以外に、
地域住民が隣接するサッカーグラウンドやテニ
スコートを利用してスポーツを楽しんだあとの
休息の場として、運動後のシャワー浴や軽食レ
ストランでの団欒の場を提供する。また、区内
の学校や地区自治会連合会に対しても要望があ
れば施設使用の便宜を図るなど「地域に開かれ
たクラブハウス」を目指す事を目標に掲げ、運
営委員の総意である自己資金での「クラブハウ
ス建設」を提案した。2008年 4 月さいたま市議
会は堀崎公園内にある210坪を「さいたまスポ
ーツクラブ」に対して定期借地権（20年）を設
定した。 
 私達は是を機に「クラブハウス建設準備委員
会」のメンバーを中心に5ヵ年計画の建設資金
調達計画やクラブハウス内で実施するプログラ
ムメニューなどのシュミュレートに着手した。
建設準備委員会メンバーの熱意がクラブ関係者
の思いを動かし、念願であったクラブハウス完
成は2009年  5 月末に実現し、6 月より営業を開
始した。このクラブハウスを中心とした活動を
通して、スポーツの役割と機能である健康の維
持増進、高齢者等の介護予防、青少年の健全育
成、地域コミュニティの創造などの実現をとお
して「元気な地域づくり」に貢献できると考え
る。 
      
 今後、クラブハウス 5 カ年計画がどのように
進捗してきたかを次回この場で披露する事が出
来れば嬉しい。 
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